               協力会社送りだし教育について

協力会社作業員の新規現場への入場に当たっては、各事業者が送りだし教育を実施することが法律により定められています。
実際にどの様な内容を教育するかは形に成ったものが無く、協力会社により教育の内容に差違があるのが実状です。

そこで協力会社が現場へ入場させる作業員に実施する送りだし教育の内容について、東熱

としての要求レベルをまとめました。

１，協力会社が実施する送りだし教育の内容

・現場が渡す送りだし教育の資料に基づき、現場の概要、状況、現場ルール、安全重点方針等についての教育。

・特に危険が存在する作業については現場に適した作業手順書を作成し教育。

・自社の工事区分や、その他協力会社各社毎に必要な事項。

２，東熱社員が現場として協力会社に渡す資料

　　現場の概要や安全ルール、概略工程を含めた安全管理計画書等を記載した「送りだし教育」資料を渡します。
　　資料を渡すに当たり、現場の状況や現場代理人として現場をどの様に運営して行くか、協力会社には安全管理にどのように取り組んでほしいか等、良く打ち合わせします。特に危険が存在する作業については、資料を渡し作業手順書の作成を依頼します。
３，協力会社が作成する作業手順について

　　作業手順書は使用する足場等が現場の作業に適合したものとします。特に危険が存在する作業については、協力会社の担当者と現場に配置される職長とで作成するのを原則とします。作業手順書の内容は作業に係る作業員全員に周知させます。
　　東熱社員は、内容を確認して不備があれば訂正を指導します。

４，協力会社から東熱現場担当者に提出する送りだし教育報告

　　現場より渡した送りだし教育資料に会社名、実施日、教育実施者名、受講者のサイン

　　等の所定事項を記入して、入場時に持たせます。

　　作業手順書も添付してください。
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